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の類例として、東三里塚吉野台（空港№３）遺跡をは
じめ５遺跡を挙げた（永塚2001）。
　このような一連の見解を受けて、筆者は、草創期に
おける局部磨製石鏃の研究の一環として、その特質と
意義を論じ、特異な形状から当該資料を「木葉形薄型
尖頭器」と呼んだ（橋本2008ａ・ｂ）。
さらに、その後類例として島根県松江市宮ノ前遺跡
（柳浦ほか2006）と秋田県横手市岩瀬遺跡（利部・谷
地1996、利部1998）を見出し、見直しを図った。その
結果、分布域の拡大はもとより、その帰属時期が、寒
冷な新ドリアス期（縄文時代草創期後半）に局限され
る可能性が高まった（橋本2013）。
　今回紹介する資料は、新たに確認した追加資料であ
り、後述するように、これにより太平洋側の分布域が
さらに拡大することとなった。
　ついては，小論では、当該資料の位置づけを検討し、
併せて前稿の不足を補いたい。

１　追加資料の紹介（第１図〜第３図）	
（１）相模原市田名塩田遺跡群Ｂ地区（第１図１）　
　遺跡は，相模川の東岸の相模野台地上に位置し、標
高は約57ｍ、相模川の沖積面との比高は約17mである。
田名塩田遺跡群には３か所の遺跡（Ａ〜Ｃ地区）が存
在するが、このうちＢ地区は最も東側に位置する。
ここでは旧石器時代、縄文時代、古墳時代後期、中・
近世の遺構・遺物がみられたが、当該資料は縄文時代
の包含層から出土した。
　大きさは，長さ2.4㎝，幅1.0㎝，厚さ0.2㎝、重さ0.4
ｇを測り小型である。先端部には折れが見られる。基
部の平面形は平基であるが、凹基を意図した長軸方向
の剥離面（抉り）が２面観察された。石材には褐色系
の東北頁岩が使用されている。表裏が押圧剥離により
入念に加工されており、特に右面は細長く平坦な剥離
面が並行している。打製であり研磨の痕跡はない。

はじめに
　木葉形薄型尖頭器（以下「薄型尖頭器」という）は、
縄文時代草創期に忽然と登場し、当該期にあって形態
的にひときわ異彩を放っている。その遺跡分布は関東
を中心として本州全域に及ぶが、特に下総台地が稠密
で約半数を占める。すなわち千葉県に馴染みの深い石
器なのである。
　薄型尖頭器については、まず信藤祐仁が「局部磨製
尖頭器」の一種として千葉県東三里塚吉野台（空港№
３）遺跡、東京都多摩ニュータウン№860遺跡及び埼
玉県西谷遺跡を紹介した（信藤1989）。
　信藤に続いて前原豊は、前橋市内の有舌尖頭器の中
に新たな資料を見出し、新潟県壬遺跡の出土資料に
ちなみ、これを「壬形有舌尖頭器」と呼んだ（前原
1991）。また帰属時期を、小型化を論拠として芹沢長
介による有舌尖頭器編年の最終末に位置づけた（芹沢
1966）。
　次いで、永塚俊司は、千葉県天神峰最上（空港№
64）遺跡の報文中で、薄手、左右対称、凹基、磨製及
び鋸歯状縁の５つの技術要素を挙げるとともに、県内
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第１図　木葉形薄型尖頭器の新例
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（２）藤沢市西部225地点遺跡（第１図２）
　本遺跡は、相模野台地の南端部、東に小糸川（引地
川の支流）を望む標高約37ｍの平坦な台地上に位置す
る。縄文時代の石器は９点出土している。内訳は、石
槍１点のほか、打製石斧３点、磨製石斧１点、石錘２
点、磨石類１点、及び二次加工ある剥片１点となって
いる。いずれも遺構外から出土し、原位置をとどめて
いない。　
　このうち該当資料は，「石槍」１点である（報文：
第89図１）。大きさは，長さ4.1㎝，幅1.7㎝，厚さ0.3
㎝で比較的大型である。ただし、あくまでも現状であ
り、先端部には耕作等によるガジリ、基部には被熱に
よる損傷が見受けられる。石材は、１と同じ褐色系の
東北頁岩である。表裏に平坦な押圧剥離がみられる。
研磨の痕跡はない。

２　薄型尖頭器の基本属性
　次に、これまでに把握した薄型尖
頭器の基本属性を掲げる。両者の相
互比較によって、追加資料の位置づ
けが自ずと鮮明になろう。
規　　格　薄型尖頭器の大きさは、
長さ2.4㎝、幅1.0㎝〜 1.9㎝、厚さ0.2
㎝〜 0.4㎝、重さ0.6g 〜 2.5gとなっ
ている。長さは３㎝〜４㎝が平均サ
イズと推定される。これに対して、
幅は1.5㎝、厚さは0.2㎝に集中し、
器体の薄さが際立っている。
形　　態　最大幅の位置によって多
少の形態差はあるが、基本的には、
全体の形状は左右対称の木葉形ない
しは柳葉形を呈し、中央部に最大幅
がある。断面形は薄手扁平である。
基部の形状は、凹基が約70％、平基
30％となっており、凹基が大半を占
めている。
製作技術　第一次剥離面の観察か
ら、薄手で扁平な横長剥片であった
ものと推察される。押圧剥離により
整形されており、器面には幅が狭く
平坦で奥深い剥離面が並行し、縁辺
部は尖鋭で鋸歯状を呈している。
研　　磨　押圧剥離による器体の整
形後、しばしば研磨により器面中央
部の剥離面の高まり（稜）が除去さ

れ、平坦に整形されている。その頻度は、約80％であ
る。通常は両面磨製であり、見立溜井遺跡が唯一片面
となっている。このような研磨の存在から、薄さへの
強いこだわりが窺われる。まさに薄さの極致といえよ
う。ただし、研磨の有無による厚さの差異は特に認め
られない。このことはとりもなおさず整形後の厚さに
応じて研磨が行使されたことを物語っていよう。
石　　材　薄型尖頭器を決定づける特徴の一つに岩種
の偏りがある。主体は東北頁岩であり、全体の約70％
を占めている。その他、チャート、凝灰岩があるが補
足的である。薄型尖頭器は極限までに薄く加工され、
精緻な加工が施されている。おそらく、そのためには、
東北頁岩のような強靭で薄い加工に堪える岩種の選択
が不可欠だったのであろう。ちなみに関東の資料（42
点）の岩種の内訳は、東北頁岩29点（白色系９点、褐

第２図　木葉形薄型尖頭器関連遺跡分布図（全体） 橋本2013を一部改変
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第３図　木葉形薄型尖頭器関連遺跡分布図（関東） 橋本2013を一部改変

★ 今回追加
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色系16点、灰色系４点）、チャート９点、凝灰岩３点、
不明１点となっている。

３　追加資料の意義と評価（第２図・第３図）
　前節の基本属性を踏まえれば、今回の追加資料は、
研磨こそ施されていないものの、大きさ、形態、製作
技術、及び石材等の諸属性は、薄型尖頭器の範疇にあ
ることは明らかである。
　さて、冒頭でも述べたように、薄型尖頭器は、東北
地方から中国地方に分布し、特に関東地方で頻出して
いる。これまで関東では、唯一、神奈川県が未発見で
あったが、これで関東一円に分布することとなった。
関東全体では都合40遺跡・45点を数える。
　このような遺跡数の多寡から、薄型尖頭器の存続期
間は極めて短期間であることが予想される。おそらく、
突如出現し、石鏃の改良の歴史の中で急速に消滅した
のであろう。
　なお、日本海側の島根県宮ノ前遺跡と同様に、今回
の田名塩田遺跡群や西部225地点遺跡の周辺には勝坂
遺跡及び長堀北遺跡などの北方系細石刃石器群（「在
地型」）が見られ、それぞれ日本海側と太平洋側の南
限となっている（橋本2012）。このことは、北方系と
薄型尖頭器の時期には、時を超えて互いの生活環境が
類似していたことを物語っていよう。

おわりに
　新資料の追加とともに、研究の現状について紹介し
た。今のところ薄型尖頭器は、縄文時代の石器研究の
遅れもあって、数量的に零細である。しかしながら、
一旦、認知されるや、雨後の筍のごとく続々と資料が
登場するのが世の習いである。研究の深化に向けて、
資料の蓄積を切望してやまない。
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